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1. まえがき 

ガラスは身近な誘電体材料であり，透明である特徴や電

気的性質に着目したガラスアンテナは車載用を目的として

研究開発が進められてきた[1]．一方で 5G 通信用アンテナ

として用いられることも期待されており，高周波かつ大規

模なガラスアレーアンテナが望まれている． 

本稿ではガラスの特徴を生かしたアンテナの一検討とし

てパッチアレーアンテナを設計し，大規模ガラスアレーア

ンテナ設計の為の基礎データを得た結果について報告する． 

2. ガラス基板上パッチアンテナ 

図 1 に設計アンテナの構造を示す．想定したガラスは安

価で広く使われているソーダライムガラスで，比誘電率は

7.0とした．動作周波数として 5G通信の候補周波数の一つ

である 4.5 GHz を採用した．ガラスに穴をあける加工は困

難であること，及び RF モジュールの搭載を見据えて，図

1(a)の通りマイクロストリップラインを用いた共平面給電

方式を採用した．これを用いて図 1(b)のように 8 素子ブロ

ードサイドアレーを構成し，zx 面内でのビーム走査が可能

なフェーズドアレーアンテナの実現を目指した． 

3. アレーアンテナの解析結果 

図 2にアレー素子パターンを示す．指向性利得は 6.1 dBi

で各素子差異はほとんどなかった．FB 比は約 6 dB と大き

く出たが，これはグラウンド板の小ささに起因するものと

考えられる． 

図 3 に設計したアレーアンテナに位相差をつけて給電し

たと仮定した場合の最大放射方向とアレー動作利得を示す．

走査角0 が大きくなるほど利得の低下が認められたが，こ

れは開口面積の減少が原因と考えられ，40 deg.まではその

傾向がみられる．一方 60 deg.では開口面積減少に加えて素

子の反射係数が大きくアンテナの入力電力が小さくなった

ため図 3のように大きな減衰がみられたと考えられる． 

利得を維持しつつビーム角度をより広角にすることが今

後の課題といえるだろう． 

4. まとめ 

本稿ではガラス上アレーアンテナとしてパッチアンテナ

を取り上げ，解析的評価を行うことで大規模なガラスアン

テナ設計の基礎データを得た． 
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図 1：ガラス基板上パッチアンテナアレー 

(b) 8素子アレー 

W=300 mm, L=20 mm, dx=33 mm(0.5 4.5 GHz) 

図 3：アレーアンテナのスキャン動作利得パターン 

図 2：アレー素子パターン 

(a)単素子 

wp=lp=11 mm, h=2.8 mm 
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